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令和７年１１月４日 

関係者各位 

アフリカ連合日本政府代表部 

経済・開発協力班 

 

当代表部ではアフリカ各国に関連するビジネスニュースに加え、民間セクター・関係機関

に有益と思われるトピックを中心に毎月配信しております。ビジネストレンド、経済動向、投

資環境や法規制など、アフリカでビジネスを展開中、あるいは進出を検討している方々にと

ってお役に立てればと思っております。また同時当代表部ではウェブサイトに加えて、Ｘ(旧

twitter)のアカウントも以下の通りございますので拡散・フォローいただけますと幸いです。 

 

  当代表部ウェブサイト：https://www.au-mission.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html  

      同 Ｘアカウント：https://x.com/mission_japan  

     大使 Ｘアカウント：https://x.com/AmbJapantoAU  

 

配信内容へのご意見或いは新規登録希望の方は以下のアドレスに 

組織名、氏名、役職をご記入の上お願いします。  

keizaikaihatsu@ua.mofa.go.jp  

 

■東部アフリカ 

(1）【エチオピア】ロシア、エチオピアでの自動車事業拡大を視野に 

当地ロシア大使館は SNS を通じてロシア自動車企業 UAZ と AvtoVAZ がエチオピア市

場参入を検討中と発表。現地組立事業の可能性を含め、エチオピアでの事業基盤拡大に

意欲を示した。https://www.thereporterethiopia.com/47514/  

 

(２）【エチオピア】エチオピアの新鉄道計画、紅海への直通路線構想  

エチオピア鉄道公社（ERC）は、北部エチオピアと紅海沿岸のジブチのタジュラ港、エリト

リアのアッサブ港、マッサワ港を結ぶ標準軌鉄道の建設計画を発表。総事業費は１５．８億

米ドルとされている。 

https://www.thereporterethiopia.com/47539/ 

 

(３)【ルワンダ】EU、アフリカのワクチンエコシステム発展を支援 

欧州投資銀行（EIB）と欧州委員会（EC）は、免疫療法企業 BioNTech と協力し、９．５千万

ユーロを投じて、ルワンダにおけるマラリア、結核、HIV、モンキーポックス用の mRNA ワク

チン製造施設の整備する予定。  

https://impact-investor.com/eu-backs-advancement-of-vaccine-ecosystem-in-africa-

with-e95m-finance-package/ 

 

■西部アフリカ 

(４)【ガーナ】テマ港湾能力増強へ 

テマ港は年間約１．８６千万トンの貨物（２０２３年）を扱い、約１，６５０隻の船舶が寄港す

る。メリディアン・ポート・サービスとガーナ港湾局は、２０２５年末までに処理能力をコンテナ

２．５百万本から３．７百万本へ拡大するため、１０億米ドル超を投じている。 

https://www.theafricareport.com/395689/ghanas-1bn-port-push-tema-takes-on-

abidjan-for-control-of-the-sahel/  
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(５)【ガーナ】サイペム、海洋掘削契約を獲得 

石油·ガス業界、特に遠洋および深海地域での請負を専門とするイタリアの多国籍企業

であるサイペムはガーナ及びコートジボアール沖における新規海洋掘削契約及び契約延

長を最大１．３５億米ドルで獲得。西アフリカ、地中海、極東を含む主要地域での事業拡大

を図る。 

https://www.offshore-technology.com/news/saipem-secures-offshore-drilling-contracts/  

 

(６)【コートジボワール】掘削加速により、ブンディアリ金鉱床の資源量が増加 

オーラム・リソーシズ社のコートジボワールでの主力プロジェクトであるブンディアリ金鉱

床の総鉱物資源量が約５０％増加し、２４１万オンスに達した、２０２６年に向けて掘削が加

速しており、同社のグループ資源ベースは西アフリカ全体で現在３２８万オンスに達してい

る。 

https://www.proactiveinvestors.com.au/companies/news/1081383/aurum-resources-

quarterly-boundiali-gold-resources-jump-50-as-cote-d-ivoire-drilling-accelerates-

1081383.html 

 

(７)【ナイジェリア】国内精製業者保護のためガソリン・軽油に１５％の輸入関税導入へ  

ナイジェリア政府は安価な燃料の流入を抑制し、国内精製への数十億米ドル規模の投

資を確保するべく、ガソリンと軽油に１５％の輸入関税の導入を承認した。これは昨年の燃

料補助金廃止と外国為替規制撤廃に続く措置であり、収入の増強を目指す財政改革の一

環である。  

https://www.reuters.com/business/energy/nigeria-imposes-15-import-duty-petrol-

diesel-support-local-refiners-2025-10-30/ 

 

■南部アフリカ 

(８)【南アフリカ】南ア、鉄道・港湾整備に７０億ドル投資へ 

南アフリカの国有貨物・物流企業トランスネットは、今後５年間で１.２７千億ランド（７３億

米ドル）を投じ、鉄道網の近代化と主要港湾の整備を進める計画。ミシェル・フィリップス最

高経営責任者（CEO）は、同社が昨年インフラに２４０億ランドを投資し、今年度は２５０億ラ

ンドを予定している。 

https://africa.businessinsider.com/local/markets/south-africas-transnet-to-invest-

dollar7-billion-in-rail-and-port-upgrades/mclv7ms  

   

(９)【ボツワナ】ボツワナ銅鉱開発に向け掘削機稼働 

ノロネックス社はボツワナ国内のカゲ・カゲ銅プロジェクト全域で大規模な掘削プログラ

ムを開始。カラハリ砂漠の砂の下に隠された地層を初めて試験するもので、３，０００ｍ地下

まで及ぶ。 

https://thewest.com.au/business/bulls-n-bears/noronex-fires-up-rigs-for-botswana-

copper-push-with-south32-c-20456781  
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■北部アフリカ 

(１０)【エジプト】中国スマホメーカーOPPO がエジプトに工場開設 

カイロ東部の 10th of Ramadan 市で、中国企業 OPPO のスマートフォン・電子機器製造

工場が稼働した。本件はエジプトの電子機器製造分野への強力な追加投資と位置づけら

れ、有望な雇用を創出し、エジプトの国家発展に貢献するプラットフォームになると期待を

寄せられている。 

https://english.news.cn/africa/20251024/19694af3293c4a13a9cdb4ed28e5cac2/c.html  

 

(１１)【エジプト】 UAE・中国企業連合、ソクナで３５億米ドルの産業拡張計画 

エジプトのケメット・インダストリーズ・グループとアラブ首長国連邦・中国のアル・カラア・

レッドフラッグ・グループは、スエズ運河経済特区（SCZONE）内のソクナ工業地帯で３つの

主要産業プロジェクトを開発する戦略的協力協定に署名した。プロジェクトの総投資額は３

５億米ドルを見込み、年間２５万トンの無縫鋼管工場、年間 1．２千万～１．５千万本の自動

車用タイヤ工場、光ファイバーケーブル工場を含む。 

https://en.amwalalghad.com/egyptian-uae-china-groups-plan-3-5b-industrial-

expansion-in-sokhna-sczone/  

 

(１２)【モロッコ】仏自動車メーカーと投資協定を締結し、自動車産業の改革を推進 

モロッコはルノー・グループとの投資協定改正案に署名し、同国の産業基盤強化、技術

革新、持続可能な自動車生産を推進する。本協定により、アフリカにおける自動車産業の

拠点としての地位を確固たるものにし、２０３０年までに７．５千人の雇用創出とハイブリッド

車・電気自動車の生産開始が見込まれる。また２０２５年内に新たなエンジニアリング・研究

開発センターを開設し、モビリティ分野のイノベーションを推進する。またルノー・モロッコが

生産する４１．３万台の車両の 90％以上は既に６８カ国以上に輸出されている。 

https://africa.businessinsider.com/local/markets/africas-automobile-revolution-

continues-as-morocco-pens-investment-deal-with-french/8y9xzej  

 

(１３)【アルジェリア】国際入札で製粉用小麦６０万トンを確保 

アルジェリアの国営穀物機関 OAIC は、国際入札で約６０万トンの製粉用小麦を購入した

と見られており、大部分の原産地はルーマニア、ブルガリア、ウクライナなどの黒海地域さ

れている。 

https://ukragroconsult.com/en/news/algeria-secures-600000t-of-milling-wheat-in-

international-tender/  

 

■その他 

 

(１４)【スイス】スイス・コカ・コーラ HBC、アフリカ最大手ボトラー買収を２６億ドルで合意 

スイスに本社を置くコカ・コーラ・ヘレニック・ボトリング・カンパニー（コカ・コーラ HBC）は、

南アフリカのコカ・コーラ・ビバレッジズ・アフリカ（CCBA）の株式７５％を２６億ドルで取得す

ることで合意した。この買収により、コカ・コーラ HBC の事業はアフリカ１４市場に拡大し、同

大陸での存在感を大幅に強化する。CCBA はアフリカ大陸のコカ・コーラ飲料売上高の４
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０％を占めているが、この買収は潜在的な雇用削減への懸念を引き起こし、南アフリカでの

雇用保護を求める声が上がっている。 

https://africa.businessinsider.com/local/markets/swiss-coca-cola-hbc-announces-

dollar26bn-agreement-to-take-over-africas-largest/wmlxd6k  

 

(１５)【アフリカ】２０２５年版 アフリカ銀行トップ１００ランキング 

『アフリカン・ビジネス』誌が発表した「２０２５年版 アフリカ銀行トップ１００ランキング」に

おいて、エジプト、ケニア、ナイジェリアの銀行が上位を占めた。これら３カ国がアフリカ大陸

の金融情勢において影響力を拡大していることを反映しており、モロッコとアルジェリアが続

くことで北アフリカのポテンシャルが浮き彫りとなった。 

https://african.business/2025/10/finance-services/africas-top-100-banks-2025-the-

full-list-and-our-analysis  


